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新鮮 ク ワ 葉 の 単細胞化製剤 の 抗糖尿病作 用
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Antiddiabetic　eif　cCt　ofprotOplaSt 　preparation（MA −pp）fヤom 　fresh　leaves　of　mulberry （Morus

α’ba）was 　investigated　in　expe 血 nental　mode 臨 MA −pp　at　doses　of200
，
500　mg ／kg　inhibited

the　increase　of 　blood　glucose　in　streptozotocin −induced　diabetic　rats ．　 For　exam 孟ning 　the

mechanism 　ofthe 　actiog 　MA −pp　was 　examj 皿 ed 　for血 sUlin −1iko　or 　antilipOlytic 　actiVity ．　MA −

pp　suppressed 　adrenali皿e・or　noradrenali 皿e−induced　lipolysis　in　fat　cells　from　rat　epidi（lymal
adipose　tissues、　Their　e伍 ca⊆y　ofMA −pp　was 　super孟orthan 血at　of50 ％ ethanol 　extlac 【from

the　dried　leaves　ofM （）rus 　alba ，
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effect

　ク ワ 科 の クワMo 耀 ∫卿 ．は中国原産 で ， 占くか ら栽

培 されてお り，我が 国ではそ の 根 皮を 「桑 白皮」と称

し，『第十 三 改正 日本薬局 方』
1｝

に鎮咳去痰薬 と して 収

載 され て い る．桑白皮に は ピペ リジ ン型ア ル カ ロ イ ド

の 1−deoxyn （｝jirimycin（moranoline ）
2’3〕

，フ ラ ボ ノ イ ド

の morusin4
）

，　 kuwanon5
’LD

な どが含まれ，そ の エ キ ス

に鎮痛作用
12〕

，
血 圧 降下作用

131，
，抗炎症作用

14）

，血糖

降下作用
15｝

な ど の 薬理 活性 が 報告 され，ま た ，そ の 血

糖降下作用成分 と し て 1−deoxynojiri皿 yc血 （moranoline ）
le）
，　moran 　Am が明らか に され て い る．

　葉 は 主 に蚕の飼料に供 され る
一

方 ， 医・本草学的考

証か ら ， 葉 ， 果実 も薬用利用 され て い た よ うで ある．

葉に はポ リフ ェ ノ
ー

ル が多く含 まれ ，カル シ ウム ，鉄

な どの ミネ ラル の 他 に ビ タ ミン 類 な ども多く含 まれ
Is｝
，抗高脂血症作用

Iu｝
，血糖降下作用

14’2°1
，二糖類 の

吸収抑 制作用
2”　22 ）

，α
一グル コ シ ダ

ーゼ活性 の 阻害

作re　
23 ）

な どが 報告され て い る，近 年，生活 習慣病 の

予 防 ・改善を 目的に，民 間 で は健 康茶 として 飲 用 さ

れ ，機 能性食 品 と して 期待 され て い る素材で ある，

今回，我 々 の 研究グル
ープがク ワ葉 の 単細胞化 に成

功 し，さらに大久保 らは XYZ 系微 弱発光法
24｝

を用 い

て活性酸素消去能を測定 した と こ ろ，単細胞化ク ワ葉

細胞に 極め て強い SOD 様作用を認めた （未発表）．本

研究に お い て は，こ の よ うな方法 で 調製され た単細胞

化ク ワ葉細胞 と
一一

般的な方法 で 乾燥 し，調製 されたク

ワ葉抽出エ キ ス の 抗糖尿病作用を種々 の実験モ デル を

用 い て検討 した ．

本　 論

1 ．桑 葉 の 医 ・本 草学的 考 証

　まず，桑葉 の 古来 の 用 法を医・本草書を用 い て 精査

した，中国 で は，漢 の 時代 か ら桑葉を薬用に供 し， 唐

代 の 『食療本草』　
2m

には 「桑葉を茶 に代 えて 飲 めば，

渇を止 め る 」と記 され て い る，「渇」とは 糖尿病に伴 う

喉 の 渇 き を意味 して お り，そ の 頃 か ら糖尿病 に 用 い

られ て い た よ うで ある．宋 代の 蘇頌 は 『本草図経』
25｝

に ，
「桑葉は 常 に服用 され る，四 月 に桑 の 葉が茂盛 した

（181）
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ときに採集 し，神仙薬 とする，粉末に して服用す るか，

水で煎 じてお茶 に代えて飲んで もよ い 」とあ り， 明代

の 『本草綱目』
2e）

には季時珍 の 意見と して 「桑葉は，茗

（め い ；お茶 の こ と）に代えれ ば，能 く消渇を止 め る」

と述 べ て い る．また，わが国で は鎌倉時代に 中国 へ 留

学 した経験 の あ る栄西 禅師は 『喫茶養生記』
C「）

の 中で ，
「桑葉 を粉末 に し ， お 湯 を注 ぎ，茶筅 で 立 て て 飲 む と

飲水病 （糖尿病 の こ と），中風，不食病，など に よ い 1
と述 べ

，桑葉をわが国の 茶法の
一・

つ と して 広めた．

　以上 の こ とか ら， ク ワ葉は消渇の 病 ， すなわ ち糖尿

病の 予防・治療に 用 い られた こ とが うか がえる．特に，

栄西禅師は桑葉を煎じる と効果が低下する の で ，粉末

をお湯に溶い で 飲んだ方が効果的 で あ る と述 べ て い

る．

2 ． ス ト レ プ ト ゾ ト シ ン 誘発 糖 尿病

　ク ワ葉の 抗糖尿病作用 につ い て は ， 宮原 ら
2°〕

は ク

ワ葉混合飼料 を自然発症糖尿 病 ラ ッ ト （WBN ！Kob

雄性 ラ ッ ト〉に摂取させ ，血糖上昇抑制作用 を見出

し て い る，ま た ，同動物を用 い て 糖負荷試験が 行わ

れ ，イ ン ス リン レベ ル が経時的に上昇する こ とを見

出 して い る．さら に，満腹中枢破壊薬誘発肥満 モ デ

ル に お い て 血糖低下作用 を見 出 し，さらに糖負荷試

験 にお い て 血糖 値 上 昇 の 抑制お よびイ ン ス リン レ ベ

ル の 上 昇 を 見 出 し て い る
勘

．ま た ，α
一グル コ シ ダ

ーゼ 活性 の 阻害お よび ラ ッ ト小腸か らの 二 糖類 の 吸

収阻害作用成分 と して 1−deoxynq掴 mycin が報告
22〕

さ

れてい る．

　
一

方，李時珍や 栄西禅師は 桑葉を煎じて服 用する よ

り も，粉末に して 服用する 方が よ り効果的で ある と述

べ て い る．こ の こ とか ら ， 単細胞化 ク ワ葉は通常 の 方

法 で乾燥したク ワ葉よ りもより効果的に抗糖尿病作用

を発現する可能性 が示唆 される ．そ こ で ，島根県産の

新鮮ク ワ葉か ら調製した単細胞化ク ワ葉と同産地の ク

ワ葉を通常の 方法で 乾燥 し，抽出 した ク ワ葉エ キ ス の

抗糖尿病作用 を 比 較検討 した ．

　新鮮ク ワ葉 に 細胞間物質分解酵素を加 え，攪拌 し

て 得た 単細胞化 ク ワ葉細胞懸濁液 を凍結乾燥 （以

下，MA −pp と略記する） し，ラ ッ ト体重 lkgあ た り

200，500mg の用量 を 4ml の 水 に 用時懸濁 して 経 口

投与 した ．乾燥ク ワ葉エ キ ス は 50％ エ タ ノール 熱時

抽出エ キ ス （以 下，MA £ Xtと略記する）で ，　 MA −pp
と同様 の 方法で 実験動物に 経 口 投与 した．

　ラ ッ トに糖尿病誘発剤 と し て streptozotocin （STZ）
を 50mg ！kgの 用量で静脈 内投与する と，2 日後か ら体

重が減少 し，以後 も漸次減少 した （STZ処置直前 の 体

電が 30 日間で 50−60g 減少 した）．MA −pp，　MA −eXt投

与群にはそ の 減少 を抑制す る作用 が 認 め られ なか っ

た．

　血糖値は Fig．1に示 した ご とく，STZ処 置 2 日後 に

お い て 無処置群 の それ に比 して約4倍に 上昇 し，それ

は 30日後ま で徐 々 に上昇 し た ．

　MA −ppは200　mg ！kg用量にお い て は 10日後の ［血糖値

の 上 昇 を有意 に抑制 し ，
500mg 〆kg用 量 で は 10お よび

30 日後 の 血糖値 の 上 昇を有意に掬制 し た．一方，MA ・

ext は 500　mg ！kg用量 にお い て 10 日後 の 血糖値 の 上 昇

を有意に抑制 した．しか し ，
30 日後 の それ に対 して

は 抑制傾向 で あっ た ．

　糖尿 病は種 々 の 随伴症状を誘発する疾患と い われ

て い る，そ こ で ，血糖値以 外 に Table　1に 示 し た血液
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　 　 　 ｛STZ｝4nduced 　Diabetic　Rats

　 　 　 −一一
；Nomlal，一一・：Centrel，● ：MA −exヒ200　mg ’kg．■ ：MA −eXt　500　mgikg ．

　 　 　 O ：MA −PP 　200　mglkg ，囗 ：MA −PP　500　mg ／kg
　 　 　 　 Diabetes 　mellitus 　were 　induced　by　intravenously　injeetion　o価 O　m ンkg　oI 　s量reptozotocin 　into

　 　 　 量ho 悟il　of　the　W ｝s電ar　strain　rats　after　1　S　h　fasting．　 Aftθ r　2　d，　e 口ch　dn」g　was 　gレoo　orally　for　30

　 　 　 donce 　tlmeid．　 Bbod 　sample 　were 　withdrawn 　from　abdominal 　vei “ at 　l　h　ef 【er 　the　 adminis 量旧 一
　　　 t鵬on　and 　bbod 　glu¢ ◎se　level　were 　measured 、　Each　value 　represe 囗ts　tho　mean ±S．E．　oI　7−9
　 　 　 rats．　 Slgniftcantly　dlfferentfrem　the　controi　group 　at

曹
：ρく0．05．曹騨；ρく0．01、

（182）
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学的パ ラメ
ー

タをを測定 した．肝 障害を反映す るア ス

パ ラギ ン ア ミノ トラ ン ス フ ェ ラ
ー

ゼ （AST ），ア ラニ ン

ア ミ ノ トラ ン ス フ ェ ラ
ー

ゼ （ALr），ア ル カ リフ ォ ス フ

ァ タ
ー

ゼ （ALP ），コ ジン エ ス テ ラ
ーゼ （ChE）活性 が

上昇 し，肝，腎機能障害を反映す る総タ ン パ ク （TP），
ア ル ブ ミ ン （細 b）値が低 下 した．また，腎機能 障害

や 消化管出血 を反映す る 尿素窒素 （BUN ）値 は上昇 し

た ，糖尿病 罹患時に 増加 す る とい われ る中性脂肪

（TG ）値は 上 昇傾 向 ， 総 コ レ ス テ ロ
ー

ル （T−Ch）値 は

増加 した．肛 ）L一コ レ ス テ ロ ー
ル （HDL −C）値 お よび

LDL 一コ レ ス テ ロ
ー

ル （H ）レ C）値も上昇 した．尿酸 （UA ）

値は上昇す る傾向 を示 した．遊離脂 肪酸 （NEFA ）値

は低下 した．これ らの 血液学的パ ラメー
タ値 の 変動か

ら，肝臓 ， 腎臓機能を含めた代謝系機能 の 異常が推察

され る．

　MA −ppは 500　mgtkg 用 量で ALP活性 の 上昇を有意

に抑制 し， AST ，
　ALT お よび ChE活性 の 上昇を抑制 す

る 傾 向を示 し た．TG ，
　T・Ch ，

　HDL −C値 の 上昇 も有意に

掬制 し，LDL −C 値 の 上 昇を抑制す る傾向を示 した ．

NEFA 値 の 低 下に対 して は さらに低 下 させ た．こ れ ら

の 血 液学 的パ ラ メー
タ値 の 変動 に 対 し て MA −pp は

MA −eXtよ りも高い 抑 制作用 を示 した ．よ っ て，糖尿病

に随伴す る諸症状 に対 してもMA −ppにMA −ext よりも

高い 有効性が期待 され る．

Table　l　 Effects　of　50％ Ethanol　Extract（MA −eXt》and 　ProtoplaSt　Preparation（MA −pp｝
　　　　from　Leaves　of　Morus　alba 　on 　Serum 　Bi  hemical　Parameters 　ln　Streptozotocin

　　　　（STZ ｝−lndu◎ed 　Diabetic　Rats

TreatmentDosem TL薦

  翫
PL糺

 

　 ChE
△ H × 100

NormalControIMA

−eXt

MA −PP

　 　 　 　 123．4±5．5
一　　　　斜 20．5± 193，9＃＃

200 　　　 10se．3± 212，8
500 　　　　1039，0± 294．5
200 　　　　 920 ．0± 225 ．0
500　　　　765．8± 185．0

51．0± 29
478．9：辷61、3＃＃

486．3± 103．7
462，8± 123．3
397 ．9± 83．2
374 ．8± 102．3

365 ．9 ± 10．9　　　　　　 1．8± 0．2
2465，5±347．O＃＃　　　2．7± 0．3
1968．0± 106，4　　　　　29 ± O．4
1929，6± 243．3　　　　　2．3± 0．3
1745．5± 153．3脅

　　　　2．5± 0．4
1793，7± 153、9脅

　　　　 1．7± 0．3

TreatmentDosemIk T−Bilmldl トBilmtdl D −BiIm
　dl

PdTV bdA
評

NOFmalControIMA

−ext

MA −PP

200500200500

O．20± 0，00
0，20± 0．00
0．23 ± 0．02
0．21 ± O．01
0．20± 0，00
0，21 ± 0．01

0．10：辷0．00
0、IO±0．00
0，13 ± 0，02曹

0，11± 0．01
0．10± 0，00
0，11± 0，01

0．10± 0，00　　　4．8± 0，1　　　　 2．2± 0，1
0，10± O．00　　　4．2± 0，1＃＃　　　4．8± 0．1＃＃

0．10：ヒ0．00　　　4，2± 0，1　　　　　1．8± 0．1
0．10± 0．00　　　4．1± O．1　　　　　t．7± O．0
0．40±0．00　　　4．1± O．1　　　　　i．7± 0．1
0．10±0，00　　　4，3± 0．2　　　　　1．8± 0、A

TreatmentDose
（mk

BUN
（mldl ）

　UA
（mg ／dり

　 TG

（mg ’dり

NEFA
（μ Eq1L）

Norma1 ・

ControlMA
−ext

MA −PP

200500200500

17．5± 0．7
97、8± 12、8＃ ＃

80．1± 6．0
86、6d：11．9
81．1±6．9
82、7± 7．2

1．4± 0．1
2．0± 0．42
，0± 0．61
、8± 0．21
．9± O．32
，4 ± 0．5

24．1± 1，3
72．2：辷15．4＃

70．5± 11．4
45．3± 9．0
72．6± 21．0
30、0± 11．9曹

902．0± 74．2
451．8± 62．1＃ ＃

494．0± 74、2
552．9± 150，3
550，8± 122，0
275、0± 60．6

TreatrnentDosem
ノ

T−Chm
’d1

HDL −Cmtdl LDL −Cm
　dI

NormalControlMA

−ext

MA −PP

200500200500

70．3±3．2
91．0± 6．2＃

91．6± 5．6
94．0± 7．6
79．2± 5．7
73．7±7．8脅

35．0±二1．4
522 ± 2．6＃＃

48．0± 1．8
49．9± 3．1
43，3± 2，4”

43．0± 4．2禽

4．5± O．59
．6± 1．0＃＃

9，6± 1．68
．9± 1．37
，3± 1，0aO

± 1．3

　 Dlabetes　me 翔i亀」s　wero 　induoed　by　irTtraveneusly　injecrtion　of　50　mg ’  of　streptezotoCin 　ir詑o　the　ta聾of

the　Ws 悟r 翩 in　rats　a飴 r　18　h 伯s晒ng ．　 After　2　d，　 eadl 　drug　was 　given　o 陥 駟y　fOr　30　d　onoe 　time’d．
Blood　sample 　 were 吋thdrawn　from　abdominal 　veh 　at　l　 h　afber　the而nal　administra 酒on ．　 Eadh　value

represents 　the　mean ± S．E．σ「7−9　rats　 Significantiy　different　from　nomal 　group　at
＃

：ρく0．05，
＃＃

1

ρく0．01．　 Sign南can ”y　difFerent押om 　the　co 目trol　group 　at
費

：ρ
＜O ，05，

献
：ρ

く0．01．

（183）
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3 ．脂 肪動 員試 験

　脂肪組織は 生体内で エ ネル ギー（中糊 旨肪）の貯蔵

と分解を行 う臓器で 、ヒ トで は 全重量 の 約 20％ を占め

る こ とか ら ， 生体最大 の臓器 ともい える．ヒ トや動物

は運動や飢餓 な どによ り，生体 の エ ネル ギ
ー

源 で ある

グル コ
ー

ス が枯渇す ると，脂肪細胞内に貯 えられ た中

性脂肪を分解 し，遊離脂肪酸を エ ネル ギ
ー

源 とする，

こ れが脂肪動員 で ある．糖尿病時に も，糖代 謝異常が

起 こ り，エ ネ ル ギー源 で あるグ ル コ ース が不足 し，そ

の 結果 ， 脂肪細 胞内 に 蓄積 され た中性脂肪 が分解 さ

れ，遊離脂肪酸 （FFA）をエ ネル ギー源 とする の で 体

重減少が起こ る．

　
一

方，ス トレ ス が負荷 され る と抗 ス トレ ス 性 の カ テ

コ ール ア ミ ン と して ノ ル ア ド レ ナ リン，ア ドレ ナ リン

が副腎か ら分泌 され ，脂肪 細胞 に対 して は脂肪動員を

誘発す る．イ ン ス リン は こ の 脂肪動員を抑制す る こ と

か ら，ノ ル ア ド レ ナ リ ン ，ア ドレ ナ リ ン は イ ン ス リ ン

対抗 ホ ル モ ン とも称 され る，

　 ラ ッ ト副睾丸脂肪組 織か ら調製 された脂肪細胞 に

noradorenaline ，　 adrenaline を作用 させ る と，　 Fig．　2 に

示 した ごと く，FFA が遊離した ．こ の系に イ ン ス リン

を共存させ る とFFA の 遊離が抑制 され た．　MA −ppお

よびMA ・cXt は ともに adrenalineに よる脂肪動員を抑制

した．Noradrenalineに よる脂肪動 員に対 しで も ，MA −

pp は有意な脂肪動員抑制作用を示 し，MA −eXtは 挿制

傾向を示 した．

　さ らに ， MA ・pp とMA £ Xtの 活性 強度をそれぞれ の

原料 で ある生 の ク ワ葉重 量 で 比較す る と，MA ・pp は

MA £ Xt よりも生葉か らの 収率 が 約 2倍 ある こ とか ら，

同
一

生葉 の 活性で 比較する と，MA −pp に は MA −eXt の

約 2倍 の 活性が期待 で きる．

　以 上 の こ とか ら，クワ 葉には抗糖尿病作用 が期待 さ

れ ， その 作用 は単細胞化する こ とによ りそ の 効果が高

まる こ とが 明らか に な っ た．その 詳細な作用機序，有

効成分に つ い て は 不 明で あ る が ， STZ誘発糖尿病 モ デ

ル に お い て 血糖値 の 上昇抑制 と血液学的パ ラメ
ー

タの

変動抑制か ら，その 随伴症状の 発症 を抑制する可能性

が見出せ た こ とは，ク ワ 葉 を単細胞化す る こ とが ，単

に乾燥 しただ け の も の よ り，有 効成分 の 損失 も少 な

く，鮮や か な ク ワ 葉 の 色 を保持 で き る こ とは そ の 薬用

お よび機能性食 品 とし て の 素材価値を高め て い る こ と

を強 く示唆す るもの とい える．

　 また，こ の 単細胞化技術を生薬 の 修治法に導入す る

こ とに よ り，生薬 の 効果 を高め た り，新規な薬効の 発

現にっ ながるもの と思 われ る．
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　　　 Epididymal　Adipocyte

　　　　Adipocyte　suspension 　were 　prepared　from　rat　epididymal 　adipose 　tissue　by　the　procedure　of　Rodbell、　 A　mixture

　　　 of　adipocyte 　suspension （equivalent 　to　I　OO　mg 　of　adipose 　tissue），1．0 μg　of　adrenaiine 　or　noradrenaline 　and 　test

　　　 samples 　were 　incubated　at　37℃ for　2　h　in　a　final　volume 　of　l　ml　HBSS （pH　7．4）contai 湘 g　2．5％ albumin ．　 Free

　　　 「atty　acid 　was 　measured 　by　NEFA 「「est　Wako ．　 Each 　value 　represents 　the　mean ± S．E 　of　5　experiments 、　 Signif』

　　　 cantly　different　from　the　control　gfoup　at　
’

：ρ
く0．05，輔

：ρ
く0、01、
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実 験 の 部

1 ）被検体 の 調製 ： ク ワ 葉 の 単細胞化は 下記 の ご と

くに行 っ た ．1999年4月，島根県 邑智郡桜井町 で 栽培

された新鮮ク ワ葉 （5630g ）を水洗 後 ，
ロ ウ質を除去

す る ため に 40〜50℃ の 05 ％ 水酸化 ナ トリウム 水溶液

中で 3分間攪拌浸漬 した ，ア ル カ リ除表す るた め に水

洗 し，90〜95℃ の 温湯中で 2分 間プ ラ ン チ ン グ後 ， 直

ちに水冷 し，1〜2cm 幅に細 切 した ．細切 した ク ワ葉

に水 8690g， 細胞間物 質分解酵素 と し てprotopectinase

を 70g加 え，25℃前後で 3時間攪拌 した．反応液 を 20
メ ッ シ ュ の 篩 に通 し，残渣 とろ液に分別 した．残渣 を

20メ ッ シ ュ の ナイ ロ ン 袋に て圧搾脱汁 し，両者を合わ

せ た もの を単細胞化 ク ワ葉懸濁液 とした．単細胞化ク

ワ 葉 懸濁液 は濃緑色 の 液体で ，　pH　7．0で あ っ た．また，
懸濁 液を顕微鏡下で観察すると，細胞同 士 が接着する

こ とな く，完全に分離 し て い る こ とが確認 で き （Fig．
3），細胞数は トーマ の 血球計を用い て測定す る と，懸

濁液 lm1 中に 10‘

個存在 し た．なお，実験に際しては

懸濁液を凍結乾燥 し て得た粉末 （MA −pp，568　g）を用

時溶媒 に懸濁 して 用 い た，

　また，同産地 ，同時期に収穫 し た新鮮 ク ワ葉 を水洗

後 ，細 切 し，日陰で 乾燥 させ た 乾燥 ク ワ 葉400g を20
倍 量 の 50％ エ タ ノール に て ，80℃ ，2時間 2回抽 出 し

た後 ， 熱 時ろ過 し，減圧下 で エ タ ノー
ル を留 去 した，

そ の 後，凍結乾燥を施 し，エ キ ス 末 （MA −eXt ，
　l　l　4　g）

を得た．生葉あるい は乾燥葉か らの それぞれ の 収率は

Table　2に 示 した ．

Fig．3　Photograph 　of　Protoplast　Suspension 　Prepared
　 　 from 　Leaves 　of 　Mo 厂Us 　a ’ba

2 ）試薬 ：試薬にはbo“ne 　se  跏 血 n （Fr．　V ，　BSA ），

col ！agenase 　（Type　II），　insulin　（bovine　pancreas ），
streptozotocin （STZ ，

　 Sigma），グル コ ー
ス CII・テ ス ト

ワ コ ー，NEFA 一テ ス トワ コ
ー

（和光純薬工業），ボ ス

ミ ン
 

注 （adrenaline ，第
一

製薬），ノ ル エ ピ ネフ リン
 

（nora 〔trenaline，三共）を用 い た．

3 ）実験動物 ： 実験動物 に は S置c ：Wistar系雄性 ラ ッ

ト（170−180g ，
180−200g ）を用 い た．飼育環境は恒温恒

湿 ，12時間明／12時間暗 の サイ クル の 実験動物飼育

室 で ，市販 の 固形飼料 （ラボMR ス トッ ク，日本農産）

を用い ，自由に水 を摂取 させ ， 購 入後，実験に 供す る

ま で ，1週間予備飼育 し，健 常な もの を用い た，

4 ）STZ 誘発 糖尿 病 モ デ ル の 作成
？’s）

：18 時間絶食

し た Wistar系雄性ラ ッ ト （7週齢 ，180−200　g）に STZ

（pH　4．5，ク エ ン 酸緩衝液 に 溶解）を50mg ！kgの 用量 で

静脈内投与 した ．そ の 2 日後に尾 静脈か ら採血 し，各
群 の 血糖値の 平均値が ほ ぼ同等にな る よ うに 再群構成

し た後，被検体の 経 口 投与 を開始 し， 1日 1回 30日間，

連 日経 n 投与 した ．体重 は3日間隔 で 測 定 した．また，
血糖値 の 変動を観察するために ，投与開始 10日後に尾

静脈か ら採血 し，空腹時血糖値を測 定 した．さらに ，

最終投与 の 1時間後に pentobarbital（44．2　mg ！kg，　i．p．）
麻酔 下 で 腹部大静脈か ら採血 し，血漿お よ び 血清を分

離 し，血糖値 （血漿グ ル コ
ー

ス 量）は グル コ
ー

ス CII一

テ ス トワ コ
ー

を用い て測定 した ，

　また ，AST ，　ALT ，ALP ，　ChE ，総 ビ リル ビ ン （T−Bil），

間接 ビ リル ビ ン （1−Bil），直接 ビ リル ビ ン （D −Bil），TP ，

Alb，　BUN ，　TG ，　T−Ch，　HDL −C お よ び UA は多項 目自

動分析装置オ リン パ ス AU5200 を用 い ，LDL −Cお よ び

NEFA は多項 目自動分析装置オ リン パ ．ス AU800 を用 い

て 測定 した，

5 ）ラ ッ ト副 睾丸 脂 肪 細 胞 を用 い た脂 肪 動 員試

験

　1） ラ ッ ト副 睾丸 脂 肪組 織 か ら の 脂 肪細胞 の

調 製 ：Rodbel12b
＞

の 方 法に準 じ て 行 っ た．す なわち ，

Wistar系雄性 ラ ッ ト （6週齢 ，
170−180　g）の 精 巣 上 体

（副睾丸）の 脂肪組織を摘出 し，重量 を測定後 ， 細 切

Table　2Yield 　of 　50％ Ethanol　Extract（MA −ext）and 　Protoplast　Preparation（MA −pp）
from　Fresh　Leaves　of　Mo 厂us 　alba

Samp 【e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Yield（％ ）

Dry　Ieaves Fresh　Ieaves

50％ Ethanol　Extract（MA −eXt｝

Protoplast　Preparation（MA −PP｝

28．4　　　 　　　 　　　 4．710

．1

（185）
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し，4％ BSA
，　 collagenase （3　mg ！ml ）を含む Hanks’

Balanced　Salt　Solulien（HBSS ，　 pH7 ，4）2．5　mY 　g　tissue

となるよ うに 加 え，37℃ で 1．5時間イ ン キ ュ ベ ー
トし，

組織を消化 した後，250μ m の ナ イ ロ ン メ ッ シ ュ に て

ろ過 し，遠心分離 （25℃，500rpm ，30　sec） し，脂肪

細胞 を 得 た ．そ の 脂 肪 細 胞 を 37 ℃ に保 温 した

collagenase 不含 HBSS （4％ BSA を含む）を用 い て
，
3

回遠心洗浄 （25℃ ，500　rpm，30　sec＞し，2．5％ BSA 含

有HBSS に 400　mg 　tissuc！ml となるよ うに懸濁 し，脂肪

細胞懸濁液と した．

　2）脂 肪 動 員試験
3
叫 脂肪細胞懸 濁液 O．25ml に

4％ BSA を 含む HBSS ・O．25・ml，被検体 （HBSS に溶解）

0，25ml お よび adrenaline あ る い は noradrenaline （最

終濃度 ： LO μ gfm］）0．25　m1 を添加 し，37℃，2 時

間イ ン キ ュ ベ ー
トし，脂肪 分解反応液中 の 遊離脂肪

酸 （FFA ）量 をNEFA 一テ ス トワ コ ーを 用 い て 測 定 した ，

6 ）統計 学 的 処 理

　実験結果は平均 ± 標準誤差で 表し，有意差検定には

Bonferroni／Du 皿n の 多重比較検定 （Multiple　range 　test）

を用い た ，
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